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道路脇に捨てられたガスボンベ

投棄防止に有効な立看板

イヌワシの行動範囲は70～250㎢と言われている

関西電力による風力発電事業予定の熊ノ返山
再生可能エネルギーの為に自然界を破壊するのか

鳥獣保護区域の必要性は

質
問
　
舟
形
町
・
最
上
町
・

尾
花
沢
市
の
山
間
部
に
関
西

電
力
が
１
基
あ
た
り
４
メ
ガ

ワ
ッ
ト
国
内
最
大
級
の
大
型

風
車
を
40
基
の
建
設
す
る
計

画
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
舟
形

町
の
山
間
部
に
お
い
て
国
の

天
然
記
念
物
で
あ
る
ニ
ホ
ン

イ
ヌ
ワ
シ
の
つ
が
い
や
ク
マ

タ
カ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
論
と
し

て
は
賛
成
で
も
、
個
別
案
件

に
な
れ
ば
問
題
が
多
く
出
て

き
ま
す
。
国
や
県
に
対
し
て

鳥
獣
保
護
区
の
要
請
は
出
来

な
い
の
か
。

町
長
　
舟
形
町
・
最
上
町
・

尾
花
沢
市
に
お
け
る
風
力
発

電
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在

「
山
形
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
地
域
の
自
然
環
境
、

歴
史
・
文
化
的
環
境
等
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
事
業
者
と
県
の
協
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
協
議

終
了
後
に
は
住
民
説
明
会
を

行
い
、
環
境
影
響
評
価
（
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
入
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
事
業
の
着
手

に
つ
い
て
何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

当
町
を
含
め
、
最
上
町
、
尾

花
沢
市
に
お
い
て
も
、
賛
成

ま
た
は
反
対
等
の
意
思
表
示

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
鳥
獣
保
護
区
と
は
、「
鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
る

区
域
で
、
そ
の
区
域
に
ど
の

よ
う
な
鳥
獣
が
生
息
し
、
保

護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
と
い
っ
た
指
定
区
分
に

よ
り
、
環
境
大
臣
が
指
定
す

る
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
と
、

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る

都
道
府
県
指
定
鳥
獣
保
護
区

に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ

れ
た
場
合
、
狩
猟
に
つ
い
て

は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

工
作
物
の
新
築
等
に
つ
い
て

は
、
許
可
行
為
が
必
要
と
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
、

必
ず
し
も
禁
止
と
は
な
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　
鳥
獣
保
護
区
指
定
の
要
請

に
つ
い
て
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
県
で
は
、
山
形
県
第

13
次
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計

画
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
期

間
を
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
鳥
獣
保

護
区
指
定
の
要
請
に
つ
い
て

は
、
計
画
の
更
新
時
期
に
情

報
を
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
鳥
獣
保
護
区
指
定
へ
の
要

請
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と

県
の
協
議
が
終
了
し
た
後
に

実
施
さ
れ
る
、
環
境
影
響
評

価
（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

に
お
い
て
、
希
少
鳥
獣
の
生

息
確
認
や
、
活
動
範
囲
、
営

巣
場
所
や
餌
場
な
ど
の
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

結
果
を
見
て
必
要
性
を
判
断

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

賛成でも反対でもない

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
禁

止
は
何
十
年
も
前
か
ら
叫
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
一
時
期
は
、

家
庭
で
の
ゴ
ミ
だ
け
で
は
な

く
使
用
済
み
の
農
業
用
資
材
、

電
化
製
品
ま
で
も
が
投
棄
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
の
広
報
や
、
の
ぼ
り
旗

立
看
板
の
設
置
等
に
よ
り
町

民
に
も
一
定
程
度
理
解
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
近
年
ま
た
増
え
た
よ
う
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
５
月
に
も
町
道
太
郎

野
富
田
線
ホ
ー
ヤ
沢
地
区
の

町
道
脇
に
大
量
の
ゴ
ミ
と
ガ

ス
ボ
ン
ベ
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

　
の
ぼ
り
旗
や
立
看
板
の
設

置
は
、
最
低
限
必
要
な
対
策

で
す
。
町
道
沿
い
や
不
法
投

棄
さ
れ
や
す
い
場
所
は
把
握

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
確
認
の
上
適
切
な
対
策
を

取
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
当
町
で
の
不
法
投
棄

物
の
内
容
と
し
て
は
、
廃
家

電
、
空
き
缶
や
空
き
瓶
等
の

家
庭
系
の
廃
棄
物
が
多
い
状

況
で
す
。

　
不
法
投
棄
の
通
報
を
受
け

た
場
合
は
、
速
や
か
に
現
地

確
認
を
行
な
い
、
県
や
警
察
、

衛
生
組
合
等
と
連
携
を
図
り

投
棄
者
の
割
り
出
し
や
廃
棄

物
の
種
類
、
規
模
に
応
じ
、

適
切
な
撤
去
、
処
理
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
質
問
に
あ
り
ま
し
た
ガ
ス

ボ
ン
ベ
に
つ
い
て
も
、
警
察

に
相
談
し
確
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
特

定
ま
で
は
至
ら
ず
町
で
処
理

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
主
な
防
止
対
策
と
し
て
、

の
ぼ
り
旗
及
び
立
看
板
の
設

置
や
県
と
の
合
同
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
チ
ラ
シ

の
回
覧
、
配
布
等
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
の
ぼ
り
旗
等
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
不
法
投
棄
が
あ
っ

た
箇
所
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
設
置
本
数
に
つ
い
て
は

令
和
４
年
度
実
績
で
最
上
管

内
の
市
町
村
全
体
の
設
置
本

数
６
０
３
本
で
あ
る
の
に
対

し
、
当
町
は
２
８
９
本
と
最

上
管
内
で
１
番
多
く
設
置
し

て
啓
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
春
秋
の
年
２
回
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
５
月
に

は
舟
形
・
長
沢
地
区
で
行
っ

て
お
り
、
10
月
に
は
、
堀
内

富
長
地
区
を
中
心
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。
　

　
不
法
投
棄
の
根
絶
は
、
住

民
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
防
ぐ
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と

も
、
適
切
な
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

適
切
な
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

不
法
投
棄
の
根
絶
を
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